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北北海海道道網網走走市市南南 33条条西西 33丁丁目目

TTEELL  00115522((4433))33003311

FFAAXX  00115522((4433))66661155
  

令令和和４４年年４４月月号号  

NNoo..３３１１７７  

当当所所はは経経済済産産業業省省よよりり、、

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関  

にに認認定定さされれてていいまますす。。

※※経経営営革革新新等等支支援援機機関関ととはは……経済産業省が創業間もない中小企業の官公需への参入促進や商品開発・販路開拓の他、経営の円滑な承継を促進するな

ど地域経済・雇用の担い手である中小企業・小規模事業者の持続的な発展のための環境整備などについて支援する機関。

  

－－  通通常常議議員員総総会会をを開開催催  －－  
２２００２２２２年年度度のの事事業業計計画画・・収収支支予予算算がが決決定定！！  

 

３
月
２３
日
（
水
）
網
走
セ
ン
ト
ラ 

ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度 

事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
を
審
議 

す
る
通
常
議
員
総
会
を
開
催
し
ま
し 

た
。 

 

会
議
冒
頭
、
北
村
会
頭
か
ら
の
挨 

拶
で
は
「
令
和
４
年
度
に
取
り
組
む 

事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
影
響
を
受
け 

る
事
業
者
に
向
け
た
支
援
体
制
の
強 

化
を
は
じ
め
、
生
産
性
向
上
や
業
務 

効
率
化
を
図
る
事
業
者
へ
の
デ
ジ
タ 

ル
化
推
進
な
ど
を
含
む
重
点
課
題
を 

解
決
す
る
活
動
に
一
層
注
力
す
る
。 

会
員
企
業
の
発
展
・
活
力
強
化
を
図 

り
、
網
走
経
済
の
持
続
的
成
長
の
実 

現
に
向
け
て
商
工
会
議
所
と
し
て
普 

遍
的
な
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
誠
心 

誠
意
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま 

す
」
と
考
え
を
示
し
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
事
業
計
画
等
の
各
議 

案
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
全
て
の
議 

案
が
下
記
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し 

た
。 

■■
小小
規規
模模
・・
中中
小小
企企
業業
のの
経経
営営
改改
善善
強強

化化
にに
関関
すす
るる
事事
項項  

 

（（
経経
営営
委委
員員
会会
所所
管管
事事
業業
））  

  

（（
１１
））
未未
来来
をを
見見
据据
ええ
たた
経経
営営
にに
関関
すす

るる
事事
項項  

 

①
Ｄ
Ｘ
推
進
の
加
速 

 

○○
デデ
ジジ
タタ
ルル
化化
推推
進進
事事
業業
【【
新新
規規
】】

 

・
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
セ
ミ
ナ
ー
、
デ

ジ
タ
ル
人
材
育
成
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、

個
別
相
談
会
の
開
催 

 

②②
脱脱
炭炭
素素
のの
取取
組組
みみ
【【
新新
規規
】】  

 

○
情
報
収
集
と
広
報 

 

（（
２２
））
経経
営営
発発
達達
支支
援援
にに
関関
すす
るる
事事
項項

 

※
国
の
認
定
を
受
け
た
「
経
営
発
達

 
 

支
援
計
画
」
の
遂
行
（
令
和
８
年

 
 

３
月
ま
で
）
【
５
ヶ
年
】 

  

①
地
域
の
経
済
動
向
調
査
と
分
析 

 
○
景
気
動
向
調
査 

 
○
外
部
機
関
と
の
情
報
交
換
会
の 

開
催 

 

○
地
域
の
経
済
動
向
調
査
の
公
表 

 

②
経
営
状
況
の
分
析 

  

○
経
営
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施 

○
個
別
相
談
会
の
実
施 

・
事
業
承
継
、
Ｉ
Ｔ
活
用
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
、

 

 

経
営
分
析
、
各
相
談
室
の
開
設 

 

③
需
要
動
向
調
査
と
分
析 

 

○
新
商
品
開
発
、
商
品
力
向
上
の 

 
 

た
め
の
調
査
支
援
事
業 

 

④
事
業
計
画
策
定
支
援 

 

○
事
業
計
画
策
定
セ
ミ
ナ
ー
の
開 

 
 

催 

 

⑤
事
業
計
画
策
定
後
支
援
の
実
施 

 

⑥
販
売
開
拓
事
業 

 

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
の
促
進 

 

⑦
創
業
・
第
二
創
業
支
援 

 

○
あ
ば
し
り
創
業
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の 

 
 

開
催 

 

○
創
業
者
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修 

の
開
催 

 

⑧
事
業
継
続
力
強
化
支
援
計
画
の 

 
 

実
施 

 

○
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
力 

強
化 

 

２２ ００ ２２ ２２ 年年 度度   事事 業業 計計 画画  

 

ああばばししりり産産品品をを全全国国へへ  
 

あばしり自宅で 

満喫プロジェクト 

 

 

 

 

 

 

 

特設通販サイトＱＲ 

abashiri.net 

通通常常議議員員総総会会（（北北村村会会頭頭挨挨拶拶））のの様様子子  
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（（
３３
））
経経
営営
のの
強強
化化
にに
関関
すす
るる
事事
項項  

  

 

①
金
融
等
に
係
る
支
援 

 

○
金
融
支
援
の
強
化 

○
経
営
安
定
特
別
相
談
室
の
利
用 

促
進 

 

②
経
営
に
関
す
る
事
業
の
実
施 

 

○
労
働
保
険
事
務
組
合
の
活
動
推
進 

 

○
各
種
情
報
の
発
信
（
小
規
模
事 

 
 

業
共
済
・
補
助
金
等
） 

 

○
そ
の
他
経
営
に
関
す
る
諸
事
業 

 

 
 

の
実
施
・
普
及 

 

（（
４４
））
人人
材材
不不
足足
・・
人人
材材
活活
用用
にに
関関  

  
  

  

すす
るる
事事
項項  

 

①①
人人
材材
不不
足足
対対
策策
支支
援援  

○○
高高
校校
生生
採採
用用
のの
たた
めめ
のの
個個
別別
相相  

談談
会会
【【
新新
規規
】】  

○
高
校
生
採
用
に
向
け
た
合
同
企 

 

業
説
明
会
の
開
催 

○
事
業
者
に
向
け
た
情
報
発
信
支
援 

・
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
就
職
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス 

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
開
催 

・・
東東
京京
農農
業業
大大
学学
生生
へへ
のの
企企
業業
情情
報報  

発発
信信  

面面
談談
ココ
ーー
ナナ
ーー
のの
開開
設設  

【【
新新
規規
】】  

 

・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
会
員 

 
 

事
業
所
の
採
用
情
報
の
発
信 

 

・・
ＷＷ
ＥＥ
ＢＢ
オオ
ンン
ララ
イイ
ンン
をを
活活
用用
しし
たた  

  
  

就就
職職
希希
望望
者者
とと
のの
交交
流流
促促
進進  

  
  

【【
新新
規規
】】  

 

・
Ｆ
Ｍ
あ
ば
し
り
を
活
用
し
た
就
職 

 
 

促
進 

  

②
人
材
活
用
促
進
支
援 

 

○
永
年
勤
続
優
良
従
業
員
・
優
秀
従

業
員
表
彰
式
の
開
催 

 

○
新
入
社
員
激
励
と
研
修
会
、
若
手

 
 

社
員
研
修
会
（
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

 
 

研
修
会
）
の
開
催 

 

○
各
種
検
定
事
業
の
普
及
・
推
進 

 

■■
観観
光光
対対
策策
にに
関関
すす
るる
事事
項項  

 

（
観
光
委
員
会
所
管
事
業
） 

 

①①
商商
工工
会会
議議
所所
ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク
をを  

活活
用用
しし
たた
観観
光光
客客
誘誘
致致
事事
業業  

【【
新新
規規
】】  

 
②
観
光
振
興
に
お
け
る
組
織
連
携 

 
 

の
強
化 

③
あ
ば
し
り
フ
ァ
ン
俱
楽
部
の
運
営 

④
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
へ
の
支
援 

 

■■
地地
域域
産産
業業
のの
振振
興興
にに
関関
すす
るる
事事
項項  

 

（
地
域
振
興
委
員
会
所
管
事
業
） 

 

（（
１１
））
新新
たた
なな
地地
域域
産産
業業
のの
創創
出出  

  

①
知
的
財
産
承
継
に
向
け
た
産
業 

振
興 

②
地
域
振
興
に
寄
与
す
る
ハ
ー
ド 

 

環
境
整
備
の
提
唱 

③
新
た
な
地
域
産
業
の
雇
用
創
出 

 

に
向
け
た
調
査
研
究 

 

（（
２２
））
地地
域域
商商
品品
のの
販販
路路
拡拡
大大
支支
援援  

  

①
あ
ば
し
り
自
宅
で
満
喫
プ
ロ
ジ 

ェ
ク
ト 

  

②
あ
ば
し
り
グ
ル
メ
情
報
発
信
事
業 

 

（（
３３
））
各各
種種
事事
業業
へへ
のの
支支
援援  

 

①
網
走
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
業
委
員
会
へ
の 

 

支
援 

②
友
好
都
市
等
と
の
交
流
促
進
事 

 
 

業
へ
の
支
援 
 

■■
会会
議議
所所
のの
運運
営営
にに
関関
すす
るる
事事
項項  

 

（
総
務
財
政
委
員
会
所
管
事
業
） 

 

（（
１１
））
組組
織織
のの
充充
実実
・・
強強
化化  

  

①
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
（
満
足 

 

度
の
向
上
） 

○
会
員
情
報
の
把
握 

○
会
員
健
康
診
断
の
実
施 

○
共
済
制
度
の
推
進 

○
会
員
表
彰
の
取
り
組
み 

○
会
員
の
集
い
の
実
施 

 

②
会
員
拡
大
の
実
施 

③
財
政
の
拡
充 

④
部
会
運
営
の
推
進 

⑤⑤
デデ
ジジ
タタ
ルル
化化
のの
推推
進進
【【
新新
規規
】】  

○
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
チ
ー
ム
の
立 

ち
上
げ
（
職
員
） 

○
情
報
発
信
・
伝
達
手
段
の
デ
ー 

 
タ
の
構
築 

○
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｓ
導
入
（
会
員
管
理
・ 

 

会
計
管
理
・
カ
ル
テ
管
理
・
経 

 

営
発
達
支
援
計
画
推
進
等
）
に 

 

よ
る
業
務
効
率
化
の
検
討
と
実 

 

施 
  

 

○
相
談
所
業
務
と
の
連
携 

 

（（
２２
））
広広
報報
活活
動動
のの
充充
実実
・・
強強
化化  

 

①
網
走
商
工
会
議
所
ニ
ュ
ー
ス
の 

発
刊 

②
役
員
・
議
員
へ
の
情
報
発
信 

③③
ＨＨ
ＰＰ
・・
ＦＦ
ＢＢ
・・
ＬＬ
ＩＩ
ＮＮ
ＥＥ
（（
新新
規規
））

  

  

のの
効効
果果
的的
なな
情情
報報
発発
信信  

 

（（
３３
））
情情
報報
管管
理理
のの
徹徹
底底  

  

①
特
定
個
人
情
報
の
管
理 

 

（（
４４
））
ＢＢ
ＣＣ
ＰＰ
（（
事事
業業
継継
続続
計計
画画
））
のの  

  
  

運運
用用  

  

①
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
定 

 

着
と
見
直
し 

 

（（
５５
））
健健
康康
経経
営営
のの
推推
進進  

  

①
健
康
経
営
推
進
に
向
け
た
会
員 

事
業
所
へ
の
情
報
発
信
と
働
き 

か
け 

②
健
康
経
営
優
良
法
人
と
し
て
の 

計
画
推
進 

 

（（
６６
））
産産
業業
会会
館館
のの
維維
持持
・・
管管
理理  

  

（（
７７
））
諸諸
官官
庁庁
、、
経経
済済
団団
体体
等等
とと
のの
連連  

  
  

  

携携
強強
化化  

  

（（
８８
））
当当
所所
青青
年年
部部
へへ
のの
支支
援援  

  

（（
９９
））
当当
所所
女女
性性
会会
へへ
のの
支支
援援  
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■■
政政
策策
提提
言言
・・
要要
望望
事事
項項
にに  

関関
すす
るる
事事
項項  

 

（（
１１
））
女女
満満
別別
空空
港港
のの
就就
航航
体体
制制
のの  

  

  

整整
備備  

  

（（
２２
））
重重
要要
港港
湾湾
網網
走走
港港
のの
整整
備備
促促  

  

  
  

進進
にに
つつ
いい
てて  

  

（（
３３
））
ＪＪ
ＲＲ
路路
線線
のの
維維
持持
・・
存存
続続
及及  

びび
安安
全全
性性
確確
保保
とと
利利
便便
性性
向向  

上上
にに
つつ
いい
てて  

  

（（
４４
））
高高
規規
格格
幹幹
線線
道道
路路
「「
北北
海海
道道  

  
  

  

横横
断断
自自
動動
車車
道道
（（
網網
走走
線線
））
」」  

  
  

  

のの
整整
備備
促促
進進
にに
つつ
いい
てて  

  

（（
５５
））
地地
方方
ババ
スス
路路
線線
のの
確確
保保
及及
びび  

  
  

  

充充
実実  

  

（（
６６
））
オオ
ホホ
ーー
ツツ
クク
海海
域域
にに
おお
けけ
るる  

  
  

  

防防
災災
体体
制制
のの
充充
実実
にに
つつ
いい
てて  

  

（（
７７
））
外外
国国
とと
のの
貿貿
易易
協協
定定
等等
にに
おお  

  
  

  

けけ
るる
適適
切切
なな
対対
応応
にに
つつ
いい
てて  

  

（（
８８
））
新新
型型
ココ
ロロ
ナナ
ウウ
イイ
ルル
スス
感感
染染  

  
  

  

症症
対対
策策
にに
つつ
いい
てて  

  

  

令令 和和 ４４ 年年 度度   網網 走走 商商 工工 会会 議議 所所 収収 支支 予予 算算 書書  

◆◆一一  般般  会会  計計  

◆◆相相  談談  所所  会会  計計  

（収入の部） （単位円）

項項　　目目 本本年年度度予予算算額額 備備　　考考

会　　　費 2233 ,,110000 ,,000000 会員会費・役員・議員特別会費

加　入　金 4400 ,,000000 加入金

負　担　金 550000 ,,000000 特定商工業者負担金

事業収入 2200 ,,662200 ,,000000 事業収入

受　託　料 44,,995500 ,,000000 諸団体事務受託料

雑　収　入 449900 ,,000000 諸収入

繰　越　金 1100 ,,224400 ,,000000 前年度繰越金

事業補助金 44,,886600 ,,000000 デジタル化推進補助金等

合　計 6644 ,,880000 ,,000000

（収入の部） （単位円）

項項　　目目 本本年年度度予予算算額額 備備　　考考

道補助金 2266 ,,330000 ,,000000 道補助金

市補助金 66,,440000 ,,000000 市補助金

伴走型補助金 33,,220000 ,,000000 経営発達支援事業

繰　入　金 99,,227700 ,,000000 一般会計繰入金

雑　収　入 220000 ,,000000 講習会受講料等

合　計 4455 ,,337700 ,,000000

（支出の部） （単位円）

項項　　目目 本本年年度度予予算算額額 備備　　考考

事　業　費 44,,330000 ,,000000 講演講習会・経営安定等

俸　　　給 3300 ,,336600 ,,000000 指導員等人件費

旅　　　費 770000 ,,000000 各種研修旅費等経費

事　務　費 33,,668800 ,,000000 通信・印刷費他

福利厚生費 44,,887700 ,,000000 職員社会保険料等

退職給与積立金 11,,444400 ,,000000 職員退職積立金

雑　　費 2200 ,,000000 上記以外の諸経費

合　計 4455 ,,337700 ,,000000

（支出の部） （単位円）

項項　　目目 本本年年度度予予算算額額 備備　　考考

事　業　費 1133 ,,882200 ,,000000 事業経費・コロナ対策他

管　理　費 3355 ,,007700 ,,000000 人件費・会館管理費他

繰　出　金 99,,999900 ,,000000 相談所・特別会計費

法 定 台 帳 費 550000 ,,000000  台帳作成管理運用費

その他支出 44,,000000 ,,000000 上記以外の経費

予　備　費 11,,442200 ,,000000

合　計 6644 ,,880000 ,,000000
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２２００２２２２年年にに施施行行さされれるる法法改改正正ののおお知知ららせせ！！  

                  

①網走市 
 

②２３歳 
 

③室蘭工業大学 

 情報電子工学系学科 
 

④映画鑑賞 
 

⑤バドミントン 

 

⑥ 大学生活を市外で過ごして網走市の 

良さを改めて知りました。網走市の発 

展に寄与できるよう、商工会議所職員 

として精一杯頑張っていきます。 
 

◎◎電電子子帳帳簿簿保保存存法法改改正正「「電電子子領領収収書書のの保保管管方方法法のの変変更更等等」」ににつついいてて  
・2022 年 1 月より、請求書・領収書・契約書などの帳簿関連書類を次の 3つ 

の方法により電子的に保存することを認めています。 
①電子帳簿等保存 ②スキャナ保存 ③電子取引の電子保存 
○参考 URL（https://www.nta.go.jp/law/joho-zeikaishaku/sonota/jirei/pdf/0021005-038.pdf） 

 

◎◎「「改改正正育育児児・・介介護護休休業業法法」」ににつついいてて  

・2022 年 4 月からの改正点は次のとおりです。 

①事業主の義務化（環境整備や周知、意向確認について） 

②有期雇用労働者の育児・介護休業取得について 

・2022 年 10 月以降の改正予定は次のとおり 

①出生直後の育児休業取得 ②育児休業の分割取得 ③雇用保険法の整備 

○参考 URL（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000130583.html） 
 

◎◎「「パパワワハハララ防防止止措措置置のの義義務務付付けけ」」ににつついいてて  

・2022 年 4 月より中小企業もパワハラ防止の対策が義務付けられます。 

パワハラになりやすい言動の周知や、相談体制の確立のほかにも、マタハラ 

の例など、近年認知が進んだハラスメントの種類についても同様に防止対策 

が必要になります。 

○参考 URL（https://www.mhlw.go.jp/content/11900000/000611025.pdf） 
 

◎◎「「年年金金制制度度改改正正法法」」ににつついいてて  

・令和 4年 4月から繰下げの上限年齢が 70 歳から 75 歳に引き上げられ、 

年金の受給開始時期を 75 歳まで自由に選択できるようになります。 

○参考 URL（https://www.nenkin.go.jp/oshirase/topics/2022/0228.html） 
 

◎◎「「女女性性活活躍躍推推進進法法」」ににつついいてて  

・女性活躍推進法とは、「働きたい女性が個性と能力を十分に発揮できる社会」 

の実現を目的として、事業主に「女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計 

画の策定・届出」および「女性活躍推進に関する情報公表」を義務付けてい 

るものです。現時点で義務の対象となっているのは「常時雇用する労働者が 

301 人以上の事業主」ですが、同法の改正により、2022 年 4 月 1日から「常 

時雇用する労働者数が 101 人以上 300 人以下の事業主」も義務の対象になります。 

○参考 URL（https://jsite.mhlw.go.jp/hyogo-roudoukyoku/content/contents/20211215jokatsu.pdf） 

【【質質  問問】】 ①出身地  ②年齢  ③出身校  ④趣味  ⑤特技  ⑥抱負 

宝宝  田田
たからだ

    純純  一一
じゅんいち

  

                    

①埼玉県草加市 
 

②２３歳 
 

③東京農業大学 

 生物産業学部食香粧化学科 
 

④料理 
 

⑤ゴルフ 

 

⑥ 今年で網走に来て５年目で、まだま 

だ寒さにも慣れていませんが、一日で 

も早く職場に慣れ、少しでも仕事をこ 

なせるように頑張りますので、よろし 

くお願い致します。 

宇宇田田川川
う だ が わ

  ええりりもも  

令和４年４月１日より、新たに２名の職員が入所しました。皆様どうぞよろしくお願い申

し上げます。 
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 2022年4月1日の改正では、主に6つの改正ポイントに沿って法改正がなされ、個人の権利

拡充や法人への罰則強化などが実施されます。新設された「仮名加工情報の活用」など、

情報の取り扱い義務の緩和もあるものの、企業が守るべきセキュリティ要件がさらに厳し

くなります。特に、企業の人事労務担当者にとって取り扱いに留意すべきなのが従業員の 

個人情報です。従業員のマイナンバー情報や退職した従業員の個人情報の漏えい防止のた 

め、人事データの安全管理を徹底させる必要があります。 

  
◎◎改改正正個個人人情情報報保保護護法法のの変変更更点点  
  

１１．．個個人人のの権権利利のの拡拡充充  
２２．．事事業業者者のの守守るるべべきき責責務務がが追追加加  
３３．．企企業業のの特特定定分分野野（（部部門門））をを対対象象ととすするる認認定定団団体体をを認認定定ででききるる  
４４．．デデーータタ利利活活用用のの推推進進  
５５．．ペペナナルルテティィ（（法法定定刑刑））のの強強化化  
６６．．外外国国事事業業者者へへのの罰罰則則追追加加ななどど  

  
  

○○一一定定のの基基準準をを満満たたすす個個人人情情報報のの漏漏ええいいがが発発生生ししたた場場合合  
  

 

①①個個人人情情報報保保護護委委員員会会へへのの報報告告がが義義務務化化さされれまますす。。  
    

②②漏漏ええいい被被害害者者本本人人へへのの通通知知がが義義務務化化さされれまますす。。  
  

③③個個人人情情報報保保護護委委員員会会にによよるる命命令令やや委委員員会会へへのの虚虚偽偽報報告告等等にに対対すするる罰罰金金刑刑がが引引上上げげととなな  
りりまますす。。  

  
◆◆個個人人情情報報保保護護法法改改正正でで生生じじるる影影響響へへのの対対応応ととししてて  
 
 

１１．．電電磁磁的的記記録録（（デデジジタタルルデデーータタ））にによよるる開開示示請請求求へへのの対対応応準準備備  
 ２２．．権権利利利利益益のの侵侵害害ののおおそそれれががなないいかか社社内内確確認認  

３３．．情情報報漏漏ええいい発発生生時時のの対対応応見見直直しし  
４４．．仮仮名名加加工工情情報報のの活活用用  

 

☆情報漏えいが発生した場合には、まず報告対象事由に該当するか否かの判断が必要と 
なります。 

 
※詳しくは個人情報保護委員会 相談ダイヤル（☎03－6457－9849）まで 
  

  

Go To Eat 北海道お食事券「販売・利用期限再延長」のお知らせ！ 

北海道の「まん延防止等重点措置」の適用期間が再延長されたことに伴い、販売期限・利 

用期限が下記のとおり変更されましたのでお知らせいたします。 
 

◎◎販販売売期期限限  

旧）３月２５日（金）⇒ 新新））令令和和４４年年４４月月１１００日日（（日日））ままでで 

※金融機関等での販売は「４月８日（金）」まで（平日のみ） 
 

◎◎利利用用期期限限  

旧）４月２５日（月）⇒ 新新））令令和和４４年年５５月月１１００日日（（火火））ままでで 

 ※お食事券には「有効期限/令和３年３月３１日まで」と記載されていますが、 

令和４年５月１０日（火）まで利用できます。 
 

○参考ＵＲＬ（https://gotoeat-hokkaido.jp/） 

※お問合せ先は、Go To Eat お食事券利用者用お問い合わせセンター（☎011－350－5922） 
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仕
事
内
容
は
、
建
築
塗
装
を
メ
イ 

ン
と
し
て
お
り
、
一
般
住
宅
の
屋
根 

・
外
装
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
塗
装
工
事
や 

公
共
の
建
物
、
鉄
鋼
物
等
の
塗
装
も 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
塗
料
の
進
化
も
著
し
く
進 

化
し
て
お
り
、
２
代
目
が
入
社
し
た 

平
成
６
年
当
時
の
塗
料
と
比
較
す
る 

と
人
体
に
影
響
が
少
な
い
も
の
に
代 

わ
っ
て
き
て
お
り
、
有
害
物
質
を
含 

む
シ
ン
ナ
ー
や
ラ
ッ
カ
ー
系
の
油
性 

塗
料
の
需
要
が
減
り
、
体
や
自
然
に 

優
し
い
水
性
塗
料
が
進
歩
し
、
多
く 

の
人
に
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も 

あ
り
、
室
内
に
い
る
時
間
が
増
加
し 

て
い
る
こ
と
か
ら
室
内
の
抗
菌
・
抗 

ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
光
触
媒
コ
ー 

キ
ン
グ
の
需
要
も
増
加
傾
向
に
あ
る 

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

最
近
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
衣
類
な 

ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
抗
菌
す
る
人 

い
従
業
員
も
増
員
し
、
早
朝
か
ら
夜 

遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も 

あ
り
、
同
業
者
や
知
人
か
ら
夜
中
に 

漁
を
行
う
サ
ン
マ
船
に
例
え
て
、
サ 

ン
マ
船
の
ソ
エ
ダ
と
言
わ
れ
た
こ
と 

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

添
田
伸
氏
（
現
社
長
）
は
平
成
６ 

年
に
㈲
ソ
エ
ダ
塗
装
工
業
に
入
社
。 

 

職
人
さ
ん
た
ち
の
厳
し
い
指
導
の 

下
、
見
習
い
と
し
て
下
積
み
修
行
を 

し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
、
平
成
１３
年
に
は
、
北
海 

道
技
能
競
技
大
会
１
級
の
部
で
優
勝 

し
、
同
年
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た 

全
国
大
会
に
お
い
て
も
７
位
に
入
賞 

し
ま
し
た
。 

平
成
１２
年
、
新
町
か
ら
現
在
の
社 

屋
が
あ
る
網
走
市
潮
見
２
丁
目
１０
‐ 

３２
に
移
転
。 

 

平
成
２３
年
に
は
２
代
目
に
就
任
し
、

代
表
に
な
っ
て
１２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後 

を
見
据
え
て
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ 

に
対
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
準
備 

を
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。 

「
一
昨
年
の
４
月
で
創
業
し
て
半 

世
紀
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
地 

域
の
皆
様
方
に
感
謝
を
込
め
て
市
内 

の
公
園
の
遊
具
や
ベ
ン
チ
等
を
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
塗
装
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
節
目
の
年
に
は
、
地
域
に 

役
立
つ
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の 

で
、
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お 

願
い
致
し
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま 

し
た
。 

  

㈲㈲ソソエエダダ塗塗装装工工業業  

代代表表取取締締役役  

添添  田田    伸伸  氏氏  

㈲㈲ソソエエダダ塗塗装装工工業業のの外外観観  

創創
業業
５５１１
年年  

おお
客客
様様
にに
合合
わわ
せせ
たた
塗塗
装装
スス
タタ
イイ
ルル
とと  

環環
境境
にに
配配
慮慮
しし
たた
取取
組組
みみ
をを
実実
践践  

㈲㈲
ソソ
エエ
ダダ
塗塗
装装
工工
業業  

創
業
者
の
添
田
軍
次
氏
（
現
代
表 

の
父
）
は
生
田
原
町
で
誕
生
。 

 

昭
和
３０
年
、
網
走
市
に
入
植
し
、 

白
井
看
板
店
の
塗
装
部
に
入
社
し
ま 

し
た
。 

 

同
社
に
１５
年
間
勤
め
た
後
、
そ
の 

キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
て
昭
和
４５
年
に 

ソ
エ
ダ
塗
装
工
業
を
開
業
。 

そ
の
後
、
少
し
づ
つ
顧
客
を
増
や 

し
な
が
ら
順
調
な
経
営
を
続
け
、
昭 

和
５１
年
に
法
人
化
し
、
山
下
通
り
沿 

い
の
網
走
市
新
町
３
丁
目
９０
番
地
に 

㈲
ソ
エ
ダ
塗
装
工
業
を
設
立
し
ま
し 

た
。 

 

そ
の
後
、
仕
事
量
の
増
加
等
に
伴 

                              

                              

 

 

 

 

事事業業所所名名  

CCAARR
カ ー

  AACCCCEESSSS
ア ク セ ス

  GGeenniiuuss
ジ ニ ア ス

  
  

代代表表取取締締役役  小小野野塚塚
お の づ か

  一一
はじめ

ささんん  

事事業業内内容容  小小売売業業（（中中古古車車販販売売等等））

住住        所所  網網走走市市潮潮見見 22 丁丁目目  
1100--1111  

連連  絡絡  先先  

（（TTEELL））00115522--6677--77778888  

営営業業時時間間  99::3300～～1177::3300  

定定  休休  日日  日日曜曜日日  

事事業業所所名名  

ひひののきき酵酵素素浴浴
こ う そ よ く

NNaattuurraall
ナ チ ュ ラ ル

  
  

事事  業業  主主  山山
やま

﨑﨑
ざき

  知知恵恵
と も え

ささんん  

事事業業内内容容  ひひののきき酵酵素素浴浴  

住住        所所    網網走走市市潮潮見見 228822--4422  

VViieewwppooiinntt  BB110011
連連  絡絡  先先    
（（TTEELL））00115522--6677--66331155  

営営業業時時間間  1100::0000～～1188::0000  
※※WWEEBB かからら予予約約可可能能  

接接客客中中はは連連絡絡がが取取れれなないい場場合合ももごござざいいまますす。。

会会員員事事業業所所紹紹介介！！  

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

山
﨑
さ
ん
は
市
内
の
高
校
を
卒
業 

後
、
地
元
企
業
に
就
職
。 

 

知
人
か
ら
「
ひ
の
き
酵
素
浴
」
の 

存
在
を
教
え
て
も
ら
い
、
興
味
が
あ 

っ
た
こ
と
か
ら
旭
川
市
に
あ
る
お
店 

で
入
浴
を
体
験
。
汗
の
か
き
に
く
い 

体
質
な
の
に
大
量
に
汗
を
か
き
、
肌 

も
ス
ベ
ス
ベ
と
な
り
、
体
も
ず
っ
と 

ポ
カ
ポ
カ
に
な
っ
た
こ
と
に
感
動
。 

 

道
東
に
も
広
め
た
い
と
思
い
開
業 

を
決
意
。
令
和
２
年
１１
月
「
ひ
の
き

酵
素
浴
Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
」
を
オ
ー 

プ
ン
し
ま
し
た
。 

 

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 
お
店
自
慢
の
「
ひ
の
き
酵
素
浴
」 

は
国
産
ひ
の
き
を
使
っ
た
お
が
く
ず 

や
米
ぬ
か
に
拘
り
、
水
分
量
を
ギ
リ 

ギ
リ
ま
で
調
節
し
、
フ
カ
フ
カ
な
酵 

 

◆◆
開開
業業
のの
きき
っっ
かか
けけ 

 

小
野
塚
さ
ん
は
市
内
の
高
校
を
卒 

業
後
、
愛
知
県
豊
田
市
の
自
動
車
整 

備
工
場
に
就
職
。 

数
年
後
、
帰
網
し
て
大
手
自
動
車 

販
売
店
で
整
備
お
よ
び
営
業
マ
ン
と 

し
て
働
い
て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
販
売
店
で
は
転
勤
等
が 

あ
り
、
同
じ
お
客
様
と
の
関
係
性
が 

長
く
保
て
な
い
こ
と
や
、
自
ら
起
業 

し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
っ
た
こ
と 

か
ら
、
平
成
２０
年
、
こ
れ
ま
で
の
経 

験
を
活
か
し
て
中
古
車
販
売
と
修
理 

等
も
行
う
お
店
を
開
業
。 

 

◆◆
事事
業業
内内
容容  

 

お
客
様
か
ら
依
頼
を
受
け
た
中
古 

車
や
各
メ
ー
カ
ー
の
新
車
な
ど
を
販 

売
し
て
い
る
ほ
か
、
自
社
で
出
来
る 

範
囲
の
修
理
・
車
検
な
ど
に
も
対
応
。

 

ま
た
、
購
入
後
も
安
心
し
て
乗
り 

続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
手
厚
い
保
障 

も
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 
  ◆◆

今今
後後
のの
目目
標標  

「
昨
今
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
半
導
体 

等
の
部
品
不
足
に
よ
り
、
新
車
の
納 

期
も
遅
く
な
っ
て
お
り
、
中
古
車
市 

場
も
車
両
価
格
が
高
騰
中
で
す
が
、 

お
客
様
か
ら
依
頼
さ
れ
た
車
両
は
必 

ず
見
つ
け
出
し
て
希
望
に
沿
っ
た
価 

格
で
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 
当
店
で
は
、
お
客
様
が
気
軽
に
来 

店
し
て
く
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く 

り
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
是
非
、 

こ
の
機
会
に
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て 

い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

素
風
呂
に
な
る
よ
う
、
自
分
の
子
供 

に
話
し
か
け
る
よ
う
に
撹
拌
作
業
を 

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。 

ま
た
、
カ
ラ
ダ
の
芯
か
ら
温
め
る 

た
め
新
陳
代
謝
や
免
疫
力
を
向
上
さ 

せ
、
お
肌
も
し
っ
と
り
ツ
ヤ
ツ
ヤ
に 

な
る
そ
う
で
す
。 

 

女
性
専
用
で
ス
タ
ッ
フ
も
全
員
女 

性
で
あ
り
完
全
予
約
制
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

 

◆◆
今今
後後
のの
目目
標標 

「
使
用
後
の
酵
素
は
、
農
家
や
家
庭 

菜
園
を
さ
れ
る
方
々
に
活
用
し
て
も 

ら
う
等
、
環
境
保
護
に
も
力
を
注
い 

で
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
、
ひ
の
き 

酵
素
浴
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
い 

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
語 

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ひひののきき酵酵素素浴浴他他店店内内のの様様子子  

事事務務所所及及びび工工場場のの外外観観  

WWEEBB  
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仕
事
内
容
は
、
建
築
塗
装
を
メ
イ 

ン
と
し
て
お
り
、
一
般
住
宅
の
屋
根 

・
外
装
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
塗
装
工
事
や 

公
共
の
建
物
、
鉄
鋼
物
等
の
塗
装
も 

行
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
塗
料
の
進
化
も
著
し
く
進 

化
し
て
お
り
、
２
代
目
が
入
社
し
た 

平
成
６
年
当
時
の
塗
料
と
比
較
す
る 

と
人
体
に
影
響
が
少
な
い
も
の
に
代 

わ
っ
て
き
て
お
り
、
有
害
物
質
を
含 

む
シ
ン
ナ
ー
や
ラ
ッ
カ
ー
系
の
油
性 

塗
料
の
需
要
が
減
り
、
体
や
自
然
に 

優
し
い
水
性
塗
料
が
進
歩
し
、
多
く 

の
人
に
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。 

 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と
も 

あ
り
、
室
内
に
い
る
時
間
が
増
加
し 

て
い
る
こ
と
か
ら
室
内
の
抗
菌
・
抗 

ウ
イ
ル
ス
対
策
と
し
て
光
触
媒
コ
ー 

キ
ン
グ
の
需
要
も
増
加
傾
向
に
あ
る 

と
の
こ
と
で
し
た
。 

 

最
近
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
衣
類
な 

ど
に
つ
い
て
、
幅
広
く
抗
菌
す
る
人 

い
従
業
員
も
増
員
し
、
早
朝
か
ら
夜 

遅
く
ま
で
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
も 

あ
り
、
同
業
者
や
知
人
か
ら
夜
中
に 

漁
を
行
う
サ
ン
マ
船
に
例
え
て
、
サ 

ン
マ
船
の
ソ
エ
ダ
と
言
わ
れ
た
こ
と 

も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

添
田
伸
氏
（
現
社
長
）
は
平
成
６ 

年
に
㈲
ソ
エ
ダ
塗
装
工
業
に
入
社
。 

 
職
人
さ
ん
た
ち
の
厳
し
い
指
導
の 

下
、
見
習
い
と
し
て
下
積
み
修
行
を 

し
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
、
平
成
１３
年
に
は
、
北
海 

道
技
能
競
技
大
会
１
級
の
部
で
優
勝 

し
、
同
年
に
長
野
県
で
開
催
さ
れ
た 

全
国
大
会
に
お
い
て
も
７
位
に
入
賞 

し
ま
し
た
。 

平
成
１２
年
、
新
町
か
ら
現
在
の
社 

屋
が
あ
る
網
走
市
潮
見
２
丁
目
１０
‐ 

３２
に
移
転
。 

 

平
成
２３
年
に
は
２
代
目
に
就
任
し
、

代
表
に
な
っ
て
１２
年
目
を
迎
え
ま
す
。

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後 

を
見
据
え
て
、
そ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ 

に
対
し
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
準
備 

を
進
め
て
い
る
そ
う
で
す
。 

「
一
昨
年
の
４
月
で
創
業
し
て
半 

世
紀
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
支
え
て
い
た
だ
い
た
地 

域
の
皆
様
方
に
感
謝
を
込
め
て
市
内 

の
公
園
の
遊
具
や
ベ
ン
チ
等
を
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
塗
装
さ
せ
て 

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

今
後
も
節
目
の
年
に
は
、
地
域
に 

役
立
つ
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
の 

で
、
引
き
続
き
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お 

願
い
致
し
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま 

し
た
。 

  

㈲㈲ソソエエダダ塗塗装装工工業業  

代代表表取取締締役役  

添添  田田    伸伸  氏氏  

㈲㈲ソソエエダダ塗塗装装工工業業のの外外観観  

創創
業業
５５１１
年年  

おお
客客
様様
にに
合合
わわ
せせ
たた
塗塗
装装
スス
タタ
イイ
ルル
とと  

環環
境境
にに
配配
慮慮
しし
たた
取取
組組
みみ
をを
実実
践践  

㈲㈲
ソソ
エエ
ダダ
塗塗
装装
工工
業業  

創
業
者
の
添
田
軍
次
氏
（
現
代
表 

の
父
）
は
生
田
原
町
で
誕
生
。 

 

昭
和
３０
年
、
網
走
市
に
入
植
し
、 

白
井
看
板
店
の
塗
装
部
に
入
社
し
ま 

し
た
。 

 

同
社
に
１５
年
間
勤
め
た
後
、
そ
の 

キ
ャ
リ
ア
を
活
か
し
て
昭
和
４５
年
に 

ソ
エ
ダ
塗
装
工
業
を
開
業
。 

そ
の
後
、
少
し
づ
つ
顧
客
を
増
や 

し
な
が
ら
順
調
な
経
営
を
続
け
、
昭 

和
５１
年
に
法
人
化
し
、
山
下
通
り
沿 

い
の
網
走
市
新
町
３
丁
目
９０
番
地
に 

㈲
ソ
エ
ダ
塗
装
工
業
を
設
立
し
ま
し 

た
。 

 

そ
の
後
、
仕
事
量
の
増
加
等
に
伴 
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網走商工会議所４月のスケジュール 

◆ １日（金） ・辞令交付 

◆ ５日（火） ・網走地区安全運転管理者協会 

       「市内小学校へニポネ反射板キー 

ホルダー」配布 

         ・網走地区安全運転管理者協会役員会

◆ ６日（水） ・共済推進会議 

・令和４年度第１回東北海道商工 

会議所専務理事・事務局長会議 

新入会員さんのご紹介
～～  ごご入入会会あありりががととううごござざいいままししたた  ～～  

◆１４日（木） ・事業承継相談室 

◆１５日（金） ・新入社員激励並びに研修会 

          １６日（土）まで 

◆２０日（水） ・三役会議 

◆２２日（金） ・オホーツク管内商工会議所会頭会議 

 

 

 

２２００２２２２年年度度  網網走走商商工工会会議議所所  日日商商簿簿記記検検定定試試験験日日程程表表  

 本年度、当所で実施する検定試験は下記のとおりです。 
 

検検定定名名  試試験験日日・・回回数数  申申込込期期間間  検検定定料料（（税税込込））

簿簿    記記  

  

第第 116611 回回（（11 級級～～33 級級））

令令和和 44 年年 66 月月 1122 日日（（日日））

  

第第 116622 回回（（11 級級～～33 級級））

令令和和 44 年年 1111 月月 2200 日日（（日日））

  

第第 116633 回回（（22 級級～～33 級級））  

令令和和 55 年年 22 月月 2266 日日（（日日））
  

  

令令和和 44 年年 44 月月 2255 日日（（月月））～～

令令和和 44 年年 55 月月 1166 日日（（月月））  

  

令令和和 44 年年 1100 月月 44 日日（（火火））～～

令令和和 44 年年 1100 月月 2244 日日（（月月））

  

令令和和 55 年年 11 月月 1100 日日（（火火））～～

令令和和 55 年年 11 月月 3300 日日（（月月））  

  

１１級級：：￥￥77,,885500  

  

  

２２級級：：￥￥44,,772200  

  

  

３３級級：：￥￥22,,885500  

  
  
  

◆◆そそのの他他  検検定定試試験験等等ににつついいてて  

・リテールマーケティング（販売士）は、すべての級がネット試験となっています。 

・日商ＰＣ（文書作成）（データ活用）（プレゼン資料作成）検定・電子会計事務検定・ 

ネット試験（インターネットを介して試験の施行から採点、合否判定まで行う試験） 

となっております。 

・各資格取得講座については網走地方高等職業訓練校（☎０１５２－４３－３２５６）へ 

直接お問い合わせ下さい。 
 

※申込み・お問合せは当所（☎０１５２－４３－３０３１）まで 

事事業業所所名名 住住　　所所 業業　　種種

朝朝日日生生命命保保険険相相互互会会社社
釧釧路路支支社社網網走走出出張張所所

網網走走市市南南４４条条西西４４丁丁目目４４ーー１１７７ 保保険険業業

北北日日本本建建材材 網網走走市市藻藻琴琴２２２２５５番番地地 建建設設業業

網網走走整整体体療療術術院院 網網走走市市駒駒場場南南７７丁丁目目１１－－７７ 整整　　体体

FFlloouurr　　HHoorriicc 網網走走市市南南４４条条西西１１丁丁目目１１４４－－２２ 飲飲食食業業

ユユウウユユウウ輸輸送送 網網走走市市字字潮潮見見６６１１－－５５２２ 配配送送業業

㈱㈱MMaappssTTaapp 網網走走市市字字潮潮見見２２６６３３番番地地４４４４ 情情報報ｼｼｽｽﾃﾃﾑﾑｻｻｰーﾋﾋﾞ゙ｽｽ

ババリリュューー・・エエーージジェェンントト網網走走 網網走走市市駒駒場場南南２２丁丁目目４４番番２２２２号号 保保険険代代理理業業

㈱㈱シシエエルルイイノノベベーーシショョンン 網網走走市市南南１１１１条条西西２２丁丁目目５５番番地地のの１１ ドドロローーンン測測量量
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